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令和４年６月定例会

　６月定例会は、６月１０日〜１４日まで行われました。町から提出された議案を
全て原案の通り可決し、その他、町からの報告、請願、意見書についても議論しま
した。また、一般質問では８名が登壇し、町の考えや対応を問いました。

令和４年度一般会計補正予算（第１次）を可決
国の補助事業の先導的官民連携支援事業の採択による関係事業費、非課税世帯臨時特別
給付金の給付、新型コロナウイルスワクチン接種の４回目追加接種に関わる経費などを計
上した補正予算となりました。

〈 補正予算に対する主な質疑 〉
保育士等処遇改善臨時特例交付金

荒海　正人 議員

問①保育士などに対してどのような処遇改
善が行われるのか。

②臨時特例給付金ということもあり、一
時的な処遇改善になってしまうのか。

答①保育士や施設事務員などを対象に賃金
の引き上げを図り処遇改善を図るもの。

②一時的な処遇改善にならないように事
業終了後も対応していく。

官民連携まちなか再生調査研究委託料
小柴　敬 議員

問 これまで実施してきた、まちづくりデザ
イン会議との関連は。

答	中心エリア整備構想の策定にあたり、ま
ちづくりデザイン会議を実施している。
これまで県のサポート事業で予算を組ん
でいるところでもあり、予算の性質など
も考慮しながら、さらなる事業拡充を図
っていきたい。
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町振興公社に係る
経営状況の報告について

小林　雅弘 議員

問 感染症対策による休業補償などへの支援
はどのようなものがあったか。

答	休業による減収補てんとして821万9,000
円を拠出した（概ね特別地方交付税措置
された）。

議会において新型コロナウイルス感染症対策に関す
る要望を２点取りまとめ、町に要望した。

１　町民一人あたり5,000円の商品券配布について
新型コロナウイルス感染症は、町の経済活動と町
民の生活に大きな影響を及ぼし、未だ感染前に戻
っていないことから、経済活性化と生活支援のた
め町民一人あたり5,000円の商品券を配布してい
ただきたい。

２　農業関係経費高騰に伴う、農家への支援について
コロナ禍により、燃料をはじめ、肥料などの農業資材が高騰しており、農家の経済的負担が
増していることから、支援をしていただきたい。

町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例について

多賀　剛 議員

問 保険料の税率が低くなった要因は。
答	県の保険事業費納付金の減額により税率
の軽減が図られた。引き続き町の運営基
金とも兼ね合わせて減税を実施していく。

町税条例の一部を改正する条例の
専決処分の承認について

多賀　剛 議員
問 固定資産台帳の閲覧について、DV被害者

などの保護制度創設とあるが内容は。
答	被害者の住所などが特定されないように
閲覧名簿より削除する。

令和３年度町一般会計補正予算（第10次）の
専決処分の承認について

多賀　剛 議員
問 特別交付税が総額５億円を超えたが、交

付にあたっての見込み額など再確認をし
ていく必要はないか。

答	不確定要素を省きながら安定した財政計
画を組み当初予算の編成を行っている。

〈 議案・報告事項における主な質疑 〉

〈 新型コロナウイルス対策に関する要望 〉
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６月定例会 審議議案と結果

上程議案・概要・結果 結果

専決処分の承認

町税条例の一部を改正する条例 承認

令和３年度町一般会計補正予算（第10次） 承認

条例の一部改正

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
１世帯あたり133,258円（昨年比14,535円の減額）
１人あたり94,742円（昨年比10,090円の減額）

可決

令和４年度 補正予算

一般会計補正予算（第１次）　8,464万7,000円増額
主な内容：先導的官民連携支援事業、非課税世帯臨時特別給付金の給付、新型コロナウイルスワ

クチン接種の４回目追加接種に関わる経費などの追加計上
可決

その他

監査委員の選任につき同意を求めることについて
■鈴木和雄さん（山口・新任） 同意

請願・陳情

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願書 採択

意見書

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書 採択

報告

令和３年度町繰越明許費繰越計算書

令和３年度町公営企業会計予算繰越計算書

喜多方地方土地開発公社に係る経営状況

株式会社西会津町振興公社に係る経営状況

※新型コロナウイルス感染症対策の要望

町民一人あたり5,000円の商品券配布

農業関係経費高騰に伴う、農家への支援
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一
般
質
問
は
６
月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
の
２
日
間
行
い
、
議

員
8
人
が
登
壇
し
て
、
町
政
の
課
題
な
ど
を
問
い
た
だ
し
ま
し

た
。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、
町
民
の
た
め
の

適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者
に
通
告

し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
一
問

一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め
て
１
時
間
の
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○青木照夫議員（６ページ）
　①健康と医療費削減について
　②空き家の危険家屋対策について
○三留正義議員（７ページ）
　①西会津町の財政について
○多賀剛議員（８ページ）
　①西会津町歴史文化基本構想について
　②中学校の部活動体制について
○小林雅弘議員（９ページ）
　①新型コロナウイルス感染症対策について
　②高齢者世帯の猛暑対策について
　③町の活性化について
○上野恵美子議員（10ページ）
　①集落対策について
　②医療介護連携推進基本構想について
○猪俣常三議員（11ページ）
　①新型コロナウイルス感染拡大防止対策

について
　②特別養護老人ホームの整備について

○小柴敬議員（12ページ）
　①新型コロナウイルス感染症について
○荒海正人議員（13ページ）
　①人口減少社会における経済対策について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う町政を問う
ここが聞きたい　８人が登壇ここが聞きたい　８人が登壇

質
問
順
序

・
上
野　

恵
美
子	

議
員

・
小
林　

雅
弘	

議
員

・
荒
海　

正
人	

議
員

・
猪
俣　

常
三	

議
員

・
小
柴　
　

敬	

議
員

・
三
留　

正
義	

議
員

・
多
賀　
　

剛	

議
員

・
青
木　

照
夫	

議
員
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6

問
鎌
田
先
生
を
始
め

と
す
る
諸
先
生
方

の
健
康
教
室
の
取
り
組
み

は
、
医
療
費
削
減
が
期
待

さ
れ
る
。
健
康
増
進
計
画

や
目
標
を
町
民
に
分
か
り

や
す
く
周
知
で
き
な
い

か
。答

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
計
画
に

つ
い
て
は
、
策
定
後
に
全

戸
に
概
要
版
を
配
布
し
、

本
編
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
。
令
和
元
年

度
か
ら
は
、
鎌
田
先
生
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
新
た

な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
４
月
に
は
、

活
動
報
告
を
行
い
、
鎌
田

先
生
の
講
演
も
行
わ
れ

た
。

　

講
演
会
の
内
容
は
、
町

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映

し
た
ほ
か
、
広
報
紙
に
お

い
て
も
特
集
記
事
を
組
ん

だ
。

　

今
後
も
分
か
り
や
す
い

発
信
に
取
り
組
ん
で
い

答  自ら目標を持って実践できるよう支援する
問  高齢者に健康維持の目標を持たせては

健康増進

く
。問

高
齢
者
で
医
者
に

掛
か
ら
ず
元
気
に

過
ご
し
て
い
る
方
が
い

る
。
医
者
に
掛
か
ら
な
い

方
に
恩
典
を
与
え
、
健
康

を
維
持
す
る
目
標
を
持
た

せ
て
は
ど
う
か
。

答
健
康
増
進
課
長

町
で
は
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
指

し
、
各
種
健
診
事
業
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
必
要
な

際
は
、
適
切
に
受
診
し
、

重
症
化
す
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
自
ら
目
標
を
も
っ
て

健
康
管
理
が
実
践
で
き
る

よ
う
高
齢
者
全
体
を
支
援

し
て
い
く
。

青木　照夫 議員

計
上
し
た
。

問
今
ま
で
町
が
支
出

し
た
、
空
き
家
等

適
正
管
理
解
体
補
助
金
の

件
数
と
金
額
は
い
く
ら

か
。答

町
民
税
務
課
長

こ
れ
ま
で
、
３
件

で
３
０
０
万
円
の
補
助
実

績
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
対
策

問 

空
き
家
と
危
険
家
屋
対
策
は

答 

解
体
に
係
る
補
助
金
を
１
０
０
万
円
に
見
直
し
た

高
額
な
た
め
、
解
体
で
き

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

解
体
に
係
る
補
助
金
を
50

万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に

見
直
し
を
行
っ
た
。
解
体

に
向
け
て
の
相
談
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
度
の
当
初

予
算
に
空
き
家
解
体
補
助

金
と
し
て
５
０
０
万
円
を

問
危
険
家
屋
ま
た
雪

害
で
崩
壊
し
撤
去

が
進
ま
な
い
家
屋
が
目
立

ち
始
め
て
い
る
。
空
き
家

及
び
危
険
家
屋
な
ど
現
状

は
。答

町
民
税
務
課
長

令
和
４
年
４
月
１

日
現
在
、
空
き
家
７
１
３

棟
で
内
訳
は
住
宅
３
８
２

棟
、
そ
の
他
が
３
３
１

棟
、
そ
の
内
危
険
家
屋
は

７
棟
で
あ
る
。

問
倒
壊
家
屋
や
危
険

家
屋
な
ど
、
国
道

や
県
道
沿
い
に
目
に
つ
く

家
屋
が
あ
る
。
未
だ
に
撤

去
や
処
理
で
き
な
い
原
因

は
何
か
。

答
町
民
税
務
課
長

主
な
原
因
は
、
解

体
に
係
る
費
用
が
２
０
０

万
円
か
ら
３
０
０
万
円
と

6議会だよりにしあいづ／令和４年７月／158号

一
般
質
問



7

問
今
年
度
予
算
で
、

下
水
道
事
業
会
計

に
お
い
て
一
般
財
源
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
資

本
費
平
準
化
債
を
借
り
入

れ
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
過
去
の
取
り
組
み
経

緯
と
今
後
の
見
通
し
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
を
伺

い
ま
す
。

答
総
務
課
長

資
本
費
平
準
化
債

借
り
入
れ
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
の
４
年
間
を
計

画
期
間
と
し
て
、
借
り
入

れ
予
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
資
本
費
平
準
化
債

と
は
、
下
水
道
の
処
理
場

や
管
路
の
耐
用
年
数
が
50

年
で
あ
る
の
に
対
し
、
下

水
道
事
業
債
の
償
還
年
数

が
30
年
と
み
じ
か
い
こ
と

か
ら
地
方
債
償
還
の
平
準

化
を
目
的
と
し
、
据
え
置

き
３
年
・
償
還
20
年
の
地

方
債
で
あ
る
。

　

下
水
道
事
業
な
ど
の
償

還
は
、
一
般
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
へ
の
操
出
金

の
額
に
連
動
し
て
お
り
、

水
道
事
業
会
計
を
含
め
た

公
営
企
業
会
計
へ
の
操
出

金
の
ピ
ー
ク
は
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
で
、

毎
年
度
、
３
億
５
千
万
円

程
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
一
般
会
計
の
償
還

ピ
ー
ク
も
令
和
７
年
度
ま

で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
財
政
負
担
の
平
準
化

を
図
る
こ
と
と
し
た
。

問
町
債
の
償
還
元
利

金
に
つ
い
て
、
現

在
ま
で
の
推
移
と
、
今
後

の
償
還
元
利
金
の
推
移
ま

た
逓
減
し
て
い
く
時
期
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。答

総
務
課
長

町
債
の
一
般
会
計

の
状
況
と
、
元
利
償
還
金

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

以
前
は
、
７
億
円
台
の
償

還
で
あ
っ
た
が
、
令
和
元

年
度
以
降
は
小
学
校
や
認

定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
な

ど
の
、
大
規
模
事
業
に
係

る
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
８
億
円
台
に
増

え
、
令
和
２
年
度
に
実
施

し
た
繰
り
上
げ
償
還
分
を

除
く
と
、
令
和
４
年
度
の

８
億
５
千
９
百
万
円
が
直

近
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い

る
。

　

令
和
７
年
度
ま
で
８
億

円
を
超
え
る
額
で
推
移
す

る
見
込
み
で
、
令
和
８
年

町
債問 

返
済
額
の
ピ
ー
ク
は
い
つ
ま
で
か

答 
令
和
４
年
度
が
ピ
ー
ク

度
に
は
７
億
５
千
万
円
に

減
少
し
、
令
和
11
年
度
以

降
は
７
億
円
を
下
回
る
見

込
み
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
地
方
債
元
利

償
還
金
を
始
め
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
を
含
め

た
、
総
合
的
な
財
政
規
律

の
確
保
と
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
財
政
運
営
に

努
め
、
安
定
し
た
持
続
可

能
な
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
。2017年に開園したこゆりこども園

三留　正義 議員
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問
町
歴
史
文
化
基
本

構
想
が
策
定
さ
れ

て
４
年
が
経
過
し
た
。
本

構
想
の
目
的
は
文
化
財
を

そ
の
周
辺
ま
で
含
め
て
総

合
的
に
保
存
・
活
用
し
、

地
域
お
こ
し
・
町
お
こ

し
、
ひ
い
て
は
観
光
に
活

か
す
こ
と
を
目
的
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
、
現
状
と
今

後
の
展
望
・
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

答
生
涯
学
習
課
長

昨
年
、
33
年
ぶ
り

に
、
国
・
県
・
町
の
指
定

文
化
財
の
概
要
を
ま
と
め

た
『
西
会
津
町
の
指
定
文

化
財
』
を
改
訂
し
た
。
ま

た
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

屋
敷
人
形
芝
居
の
再
興
に

向
け
た
取
り
組
み
も
開
始

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
観
光
ガ

イ
ド
の
会
や
に
し
あ
い
づ

観
光
交
流
協
会
な
ど
の
関

係
団
体
で
も
本
構
想
を
推

進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
今
年
度
、

本
構
想
の
具
現
化
を
推
進

答  指定文化財をまとめた本の改訂などを行った
問  町歴史文化基本構想の進捗状況は

西会津町歴史文化基本構想

す
る
た
め
、
歴
史
文
化
基

本
構
想
推
進
室
を
設
置
し

た
。
４
月
に
は
、
歴
史
・

文
化
・
観
光
・
地
域
お
こ

し
な
ど
に
係
る
有
識
者
を

構
成
員
と
す
る
歴
史
文
化

基
本
構
想
等
推
進
委
員
会

を
開
催
し
推
進
室
と
と
も

に
活
動
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
周
知
方
法

に
つ
い
て
は
、
町
広
報

紙
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
町
内
外
に
向

け
「
ま
ち
の
宝
」
で
あ
る

文
化
財
を
積
極
的
に
発
信

し
て
い
く
。

る
こ
と
な
ど
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。
こ
の
提
言
に

関
し
て
は
、
中
山
間
地
域

で
人
口
減
少
の
な
か
、
地

域
総
合
型
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

を
新
た
に
作
る
こ
と
や
指

導
者
不
足
な
ど
の
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。

　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
ま
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で

は
な
く
、
地
域
の
実
情
・

実
態
を
把
握
し
時
間
を
か

け
て
多
様
な
選
択
肢
の
あ

る
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

問
６
月
１
日
付
の
新

聞
報
道
に
よ
る

と
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識

者
会
議
は
、
中
学
校
の
休

日
部
活
動
指
導
は
２
０
２

５
年
ま
で
に
「
地
域
移

行
」
を
目
指
す
と
の
報
道

が
さ
れ
た
。
以
前
よ
り
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と

の
融
合
・
調
整
・
指
導
体

制
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
が
、
報
道
を
素

直
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、

今
後
は
よ
り
具
体
的
な
対

策
が
求
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

答
学
校
教
育
課
長

こ
の
提
言
は
、
少

子
化
の
中
で
も
将
来
に
わ

た
り
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
に
継
続
し
て
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
。
ま
た
、
教
員

の
働
き
方
改
革
を
推
進
す

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
地
域

の
持
続
可
能
で
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
一
体
的
に

整
備
し
、
子
供
た
ち
の
多

様
な
体
験
機
会
を
確
保
す

多賀　剛 議員

答  地域の実情・実態を把握し検討する
問  休日部活動指導の地域移行について

中学校の部活動体制

西会津町の指定文化財
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問
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
経
過
と
、

対
策
は
。

答
町
長

５
月
25
日
に
園
児

１
名
、
26
日
に
も
園
児
１

名
、
さ
ら
に
28
日
に
か
け

て
園
児
３
名
と
保
育
士
３

名
の
感
染
を
確
認
。
当
該

ク
ラ
ス
を
６
月
５
日
ま
で

閉
鎖
。
対
策
と
し
て
、
園

内
で
の
新
た
な
感
染
発
生

や
拡
散
を
防
ぐ
た
め
体
調

不
良
が
あ
る
場
合
、
利
用

を
断
っ
た
。
ま
た
、
２
歳

以
上
の
園
児
の
マ
ス
ク
に

つ
い
て
も
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
保
護
者
に
協
力
を

求
め
る
な
ど
、
様
々
な
対

策
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
地

域
の
実
情
に
精
通
し
た
町

保
健
師
も
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
。
６
月
13
日
現

在
、
こ
ど
も
園
の
感
染
者

数
は
、
園
児
９
名
、
保
育

士
４
名
で
あ
る
。

問
４
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
。

答
町
長

対
象
を
60
歳
以
上

の
方
と
18
歳
以
上
で
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
、
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師

が
判
断
す
る
方
と
し
、
７

月
中
旬
以
降
に
開
始
し
、

９
月
上
旬
を
め
ど
に
終
了

す
る
計
画
で
あ
る
。

問
医
療
関
係
者
、
介

護
関
係
者
及
び
こ

ど
も
園
を
含
む
教
育
関
係

者
に
接
種
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
町
長

現
在
の
と
こ
ろ
各

関
係
者
は
接
種
の
対
象
で

は
な
い
が
、
国
の
設
定
す

る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
町
民
一
人
あ
た
り

５
千
円
の
商
品
券

の
配
布
を
し
て
は
ど
う

か
。答

商
工
観
光
課
長

町
と
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
各
種
支
援
策
と
あ
わ
せ

て
総
合
的
に
検
討
し
判
断

す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

問 
町
民
一
人
、
５
千
円
の
商
品
券
の
配
布
を

答 
町
と
し
て
、
総
合
的
に
検
討
し
判
断
す
る

小林　雅弘 議員

答  経費の削減と新たなサービスの開発を進める
問  ロータスインの経営改善の方針は

町の活性化

問
令
和
４
年
度
の
経

営
見
通
し
は
。
さ

ら
に
振
興
公
社
へ
の
指

導
・
援
助
方
針
は
。

答
商
工
観
光
課
長

今
後
、
大
き
な
回

復
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

宿
泊
部
分
の
営
業
損
失
を

想
定
し
た
。
町
と
し
て

は
、
振
興
公
社
に
対
し
、

さ
ら
な
る
経
費
の
削
減
や

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

を
求
め
る
と
と
も
に
、
収

益
の
伸
び
が
見
込
め
る
道

の
駅
な
ど
の
営
業
拡
大
に

よ
り
、
公
社
全
体
の
経
営

改
善
を
図
る
よ
う
に
指
導

す
る
。

問
宿
泊
施
設
な
ど
の

改
善
案
を
い
く
つ

か
提
案
し
た
が
、
改
善
・

改
修
な
ど
の
予
定
は
あ
る

の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

施
設
の
改
修
に
係

る
財
源
の
確
保
や
費
用
対

効
果
、
施
設
の
運
用
な
ど

も
含
め
、
指
定
管
理
者
と

も
協
議
を
し
な
が
ら
総
合

的
に
判
断
す
る
。

問
町
民
や
観
光
客
が

利
用
す
る
す
べ
て

の
施
設
の
洋
式
ト
イ
レ
に

便
座
消
毒
設
備
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

答
商
工
観
光
課
長

ロ
ー
タ
ス
イ
ン
の

フ
ロ
ン
ト
の
洋
式
ト
イ
レ

に
は
つ
い
て
い
る
が
、
今

後
、
さ
ゆ
り
公
園
、
道
の

駅
を
含
め
た
施
設
全
体
に

も
設
置
し
て
い
く
。

改善が求められるキャンプ場

9 議会だよりにしあいづ／令和４年７月／158号

一
般
質
問



10

問
集
落
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
現
在

の
取
り
組
み
と
今
後
の
取

り
組
み
へ
の
考
え
は
。

答
企
画
情
報
課
長

平
成
23
年
度
よ
り

集
落
支
援
員
を
配
置
し
、

集
落
機
能
維
持
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
さ
ら
に
平
成

29
年
度
か
ら
は
集
落
支
援

担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
配
置
し
取
り
組
み

を
強
化
し
た
。
令
和
４
年

度
は
、
集
落
支
援
員
１

名
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

２
名
の
体
制
で
、
奥
川
・

答  集落支援員が中心となって進めていく
問  集落機能を維持するための取り組みは

集落支援

答  検討組織を立ち上げて取り組んでいく
問  医療介護連携推進基本構想はどのように進めるのか

医療介護連携推進基本構想

新
郷
地
区
を
中
心
に
高
齢

化
率
が
80
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
て
い
る
７
集
落
の
巡

回
・
見
守
り
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら

支
援
を
拡
大
し
た
野
沢
・

尾
野
本
・
群
岡
地
区
で

は
、
支
援
を
希
望
す
る
睦

合
・
下
谷
・
屋
敷
集
落
で

の
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
す

る
形
で
、
情
報
収
集
を
図

り
集
落
活
動
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
集

落
支
援
員
が
中
心
に
な
り

高
齢
化
率
の
推
移
な
ど
か

ら
集
落
機
能
の
低
下
が
予

測
さ
れ
る
集
落
の
現
状
と

課
題
、
困
り
ご
と
の
把
握

や
話
し
合
い
を
進
め
て
い

く
。問

集
落
の
暮
ら
し
と

健
康
を
守
る
た
め

に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
」
の
導
入
の
考
え
は
。

答
町
長

現
時
点
に
お
い
て

は
予
定
し
て
い
な
い
。
保

健
師
な
ど
の
専
門
職
が
地

域
に
積
極
的
に
関
わ
り
、

き
め
細
か
な
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

問
医
療
介
護
連
携
推

進
基
本
構
想
の
進

め
方
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い
て
老
朽

化
が
進
む
町
内
介
護
施
設

の
整
備
に
関
す
る
方
向
性

の
検
討
や
、
本
町
に
お
け

る
高
齢
者
の
現
状
と
課
題

を
ふ
ま
え
た
上
で
、
そ
れ

を
支
え
る
医
療
や
介
護
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
な
ど
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら

将
来
に
わ
た
る
包
括
的
な

サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
全
体
像

と
し
て
策
定
す
る
。
現

在
、
委
託
業
者
を
決
定
し

作
業
を
進
め
て
い
る
。
今

後
は
検
討
組
織
を
立
ち
上

げ
、
現
状
や
課
題
の
分

析
、
意
見
の
集
約
な
ど
を

行
っ
て
い
く
。

上野恵美子 議員

集落支援員の活動
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猪俣　常三 議員

問
町
内
の
コ
ロ
ナ
感

染
に
対
し
て
、
町

の
感
染
対
策
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
き
た
の
か
。

答
健
康
増
進
課
長

国
や
県
か
ら
発
出

さ
れ
る
情
報
を
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、
チ
ラ
シ
、
広
報

紙
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
使
っ
て

伝
え
て
き
た
。
ま
た
、
全

世
帯
へ
の
マ
ス
ク
や
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
の
配
布
、
町
内

事
業
所
の
感
染
対
策
に
要

す
る
経
費
の
助
成
、
各
公

共
施
設
に
お
け
る
自
動
検

温
カ
メ
ラ
や
自
動
手
指
消

毒
器
、
ア
ク
リ
ル
板
な
ど

の
設
置
、
さ
ゆ
り
公
園
周

辺
施
設
な
ど
の
利
用
制
限

な
ど
感
染
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
更
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

集
団
接
種
及
び
個
別
接
種

を
計
画
的
に
進
め
て
き

た
。問

町
内
で
は
、
コ
ロ

ナ
に
感
染
す
る
方

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
コ

ロ
ナ
感
染
に
対
し
て
更
に

意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
健
康
増
進
課
長

今
後
も
、
町
内
へ

の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

に
は
、
町
民
一
人
一
人
の

「
感
染
し
な
い
」「
感
染
さ

せ
な
い
」
た
め
の
行
動
が

大
切
で
あ
り
、
引
き
続
き

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
チ
ラ

シ
、
広
報
紙
な
ど
に
よ

り
、
感
染
予
防
の
た
め
の

周
知
と
感
染
予
防
お
よ
び

感
染
の
拡
大
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

問 
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
は

答 
集
団
接
種
及
び
個
別
接
種
を
計
画
的
に
進
め
た

答  医療介護連携推進基本構想の策定を進める
問  特別養護老人ホームの整備構想は

特別養護老人ホームの整備

問
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
に

つ
い
て
構
想
が
あ
る
の
か

見
解
を
伺
う
。

答
福
祉
介
護
課
長

団
塊
の
世
代
が
す

べ
て
後
期
高
齢
者
で
あ
る

75
歳
に
達
す
る
２
０
２
５

年
に
は
、
高
齢
者
人
口
の

増
加
に
よ
り
、
医
療
や
介

護
な
ど
社
会
保
障
費
の
急

増
が
全
国
的
に
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

住
民
基
本
台
帳
人
口
で

は
、
本
町
に
お
け
る
人
口

推
移
を
見
る
と
平
成
31
年

４
月
時
点
で
65
歳
以
上
が

２
，
８
５
９
人
（
高
齢
化

率
45
・
６
％
）、
75
歳
以

上
で
１
，
７
６
９
人
で

あ
っ
た
も
の
が
、
令
和
４

年
４
月
現
在
で
、
65
歳
以

上
で
２
，
７
９
４
人

（
48
・
１
％
）、
75
歳
以
上

で
１
，
６
０
３
人
と
３
年

間
で
65
歳
以
上
が
65
人
の

減
、
75
歳
以
上
が
１
６
６

人
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
に
つ
い
て
、
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

計
画
期
間
中
に
お
い
て
、

老
朽
化
が
進
む
町
内
介
護

施
設
の
整
備
に
関
す
る
方

向
性
の
検
討
を
行
う
。
令

和
４
年
度
か
ら
整
備
に
係

る
医
療
介
護
連
携
推
進
基

本
構
想
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。

　

こ
の
基
本
構
想
策
定
の

過
程
に
お
い
て
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
み
な
ら

ず
、
介
護
老
人
保
健
施
設

や
周
辺
施
設
、
介
護
や
医

療
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

な
ど
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の

両
面
か
ら
将
来
に
わ
た
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
全
体
像

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

集団接種の様子
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問
感
染
の
疑
い
、
自

覚
症
状
に
つ
い
て

答
健
康
増
進
課
長

自
覚
症
状
が
な
く

感
染
に
不
安
を
感
じ
て
い

た
場
合
、
調
剤
薬
局
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
て
無
料

検
査
が
可
能
で
あ
る
。
会

津
で
は
27
か
所
あ
り
、
無

料
検
査
期
間
は
現
在
6
月

30
日
ま
で
で
あ
る
。
感
染

し
た
場
合
の
自
覚
症
状
は

発
熱
・
咳
・
倦
怠
感
・
味

覚
又
は
嗅
覚
の
消
失
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

自
覚
症
状
が
あ
る
場

合
、
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
す
れ
ば
最
寄

り
の
診
療
・
検
査
医
療
機

関
な
ど
を
案
内
し
て
く
れ

る
。
健
康
増
進
課
に
問
い

合
わ
せ
す
れ
ば
、
内
容
に

応
じ
た
相
談
先
を
紹
介
す

る
。問

陽
性
が
確
認
さ
れ

た
場
合
に
つ
い
て

答
健
康
増
進
課
長

感
染
者
本
人
に
結

果
が
連
絡
さ
れ
る
と
と
も

に
管
轄
の
保
健
所
に
発
生

答  保健師などによる相談体制の充実に努める
問  町民の不安解消に向けての対応について

新型コロナ対策

届
が
報
告
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
保
健
所
の
指
示
に
よ

り
療
養
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
高
熱
が
続
い
た
り
基

礎
疾
患
が
あ
る
場
合
は
、

入
院
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
国
が
定
め
る
基
準

を
満
た
す
場
合
は
、
自
宅

療
養
者
に
対
し
診
療
所
の

医
師
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
経
口
薬
を
処

方
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
糧
支
援
に
つ
い
て
も
希

望
す
れ
ば
保
健
所
な
ど
か

ら
提
供
が
受
け
ら
れ
る
。

問
濃
厚
接
触
に
つ
い

て

答
健
康
増
進
課
長

濃
厚
接
触
の
定
義

は
、
感
染
者
が
マ
ス
ク
な

し
で
手
が
触
れ
る
距
離

（
1
メ
ー
ト
ル
以
内
）
で

15
分
以
上
接
触
し
た
場
合

で
あ
る
。
同
居
親
族
が
陽

性
者
と
な
っ
た
場
合
は
、

食
事
や
寝
る
部
屋
の
分

離
、
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
、
町
役
場
か
ら
な
ど
の

広
報
文
書
に
従
っ
て
生
活

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

け
た
身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
保
健
師
な
ど
に
よ
る

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

問
マ
ス
ク
着
用
及

び
、
町
民
の
不
安

解
消
に
つ
い
て

答
健
康
増
進
課
長

国
の
示
し
て
い
る

着
用
の
考
え
方
を
基
準
と

し
な
が
ら
も
、
必
要
な
場

面
で
は
適
切
に
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
し
っ
か
り
感
染

防
止
対
策
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
町
と
し
て

は
、
引
き
続
き
周
知
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

町
民
の
不
安
解
消
に
向

け
て
は
、
様
々
な
手
段
を

使
っ
て
情
報
提
供
す
る
と

と
も
に
、
不
安
解
消
に
向

小柴　敬 議員
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問
生
産
年
齢
人
口
の

確
保
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

地
域
で
の
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
県
の
事
業
を
活
用
す

る
と
と
も
に
町
独
自
の
施

策
に
つ
い
て
専
門
人
材
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
人
材
の
地
方
回

帰
の
受
け
皿
と
し
て
地
域

の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
年

間
を
通
じ
た
仕
事
を
創
出

す
る
「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
」
に
つ
い

て
も
町
と
し
て
注
目
し
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　

移
住
定
住
事
業
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
も
補
助

金
の
創
設
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

り
積
極
的
に
情
報
発
信
を

図
っ
て
い
く
。

問
投
資
を
促
す
取
り

組
み
は
。

答
商
工
観
光
課
長

創
業
支
援
事
業
な

ど
の
支
援
に
加
え
、
令
和

４
年
度
か
ら
「
空
き
家
空

き
店
舗
及
び
空
き
家
利
活

用
補
助
金
」
の
対
象
を
拡

大
し
、
既
存
事
業
者
の
新

規
事
業
展
開
も
含
め
た
。

ま
た
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、「
企
業
支
援
事
業
補

助
金
」
に
よ
り
、
町
内
企

業
の
研
修
や
資
格
取
得
な

ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
令
和
４
年
度

か
ら
は
新
規
創
業
者
な
ど

へ
の
伴
走
支
援
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

問
各
課
横
断
的
な
長

期
戦
略
の
策
定
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答
商
工
観
光
課
長

地
域
経
済
対
策
に

係
る
調
査
・
分
析
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
町
独
自
の

調
査
を
実
施
す
る
具
体
的

な
考
え
は
持
っ
て
い
な
い

が
、
町
商
工
会
に
お
い
て

事
業
者
の
抽
出
に
よ
る
地

域
経
済
動
向
調
査
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

経
済
対
策
の
分
野
で
そ
れ

ら
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

の
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て

経
済
戦
略

問 
今
後
の
町
の
経
済
戦
略
は

答 
支
援
強
化
と
後
期
計
画
策
定
で
対
応
し
て
い
く

町
独
自
の
調
査
も
検
討
す

る
。答

企
画
情
報
課
長

各
課
横
断
的
な
枠

組
み
に
つ
い
て
は
、
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
全
課
職
員

で
組
織
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
町
民

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
る
総
合
計
画
検
討
会

議
と
の
協
力
・
連
携
を
図

り
多
面
的
な
視
点
に
よ
る

実
効
性
の
高
い
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

荒海　正人 議員

町総合計画後期基本計画策定会議の様子

町の人工ビジョン

13 議会だよりにしあいづ／令和４年７月／158号

一
般
質
問



シリーズ町議会 vol.1

議会は、町の具体的政策を最終決定する「意思決定機関」です。町議会議員は、町の決
まり（条例）や税金の使いみち（予算）など、おもに執行機関である町長から提案された
ものについて、審議し議決します。また町長の進める行財政運営や事業について適正、公
平にまた効率的に行われているかなどのチェックを行います

西会津町には、約６千人が住んでいます。町民全員が集まって話し合うことはできませ
ん。そこで、選挙で町民の代表者を選んで、町の仕事をするためのきまり（条例）や、お
金の使い方（予算）などを決めるのです。

今回の議会だより第158号から、『町議会とは何か？』をテーマに複
数回に渡って議会とはどんなところなのかを特集していきたいと思い
ます。第１回として『町議会の役割』、について説明したいと思います。

町 議 会 の 役 割

町議会って何をするところ？町議会って何をするところ？

町議会議員とは何ですか？町議会議員とは何ですか？

みんなが「住みよい町」をつくるために、町のきまり（条例）

やお金の使い方（予算）などについて話し合い、決めるところが

町議会です。

町民の代表者のことを町議会議員といいます。

14議会だよりにしあいづ／令和４年７月／158号



１．町のきまり（条例）を決めたり、あらためたりします。

２．町の仕事をするための予算を決めたり、正しく使われているかを調べます。

３．町の仕事が、町民のために正しく行われているか調べます。

４．国や福島県などに対して、「こうしてほしい」という意見を出します。

次回は、『議会の仕組み』について説明したいと思います。

町議会はどんな仕事をするところなの？町議会はどんな仕事をするところなの？

町のきまり（条例）が、町民の皆さんのために、本当に必要

かどうかを判断します。

実際に、作業現場などに行ったり、聞き取り調査などを行い、

正しく行われているか確認をしています。

町の運営は、皆さんの税金で行われています。正しく使われ

ているかどうかも、議会の大切な仕事です。

国会議員や福島県知事などに、「こうしてほしい」と町の代表

として意見を出します。
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この人にインタビュー

―西会津での暮らしはどうですか？
お休みの日など、自転車で近所に買い物
にいくと子どもたちに元気に挨拶された
り、夏になると蛍がみられたり、私にとっ
てとても居心地のいい町です。和紙づくり
で知り合った方から時折いただける料理
も、いつも絶品で美味しくいただいていま
す。
―どのような活動をしていますか？
四岐にある工房を拠点に、和紙の原料と
なる楮の栽培から漉くまで一連の工程に関
わっています。他にも公民館の講座やイベ
ントに参加するなど地域の皆さんとの活動
もしています。最近では、特に出ヶ原の皆
さんをはじめ多くの方が和紙づくりに関わ
っていただけるようになりました。私たち
だけでなく、地域全体で和紙づくりを盛り
上げていければいいです。

―これからしてみたいことは？
もともと絵を描くことが好きで、大学で
は版画をやっていました。作品に使う紙を
一から作りたいと考えていた時に西会津町
を知りました。今では、地域のお母さんお
父さんたちも和紙づくりに参加していただ
けるようになりました。一緒に経験したお
母さんお父さんたちの出ヶ原和紙で作品を
創ることが今の私の夢です。No.
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上
野
恵
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荒
海　

正
人

議
会
は
、
新
た
に
ス
マ

ホ
な
ど
で
気
軽
に
「
議

会
だ
よ
り
」
を
皆
さ
ん

に
み
て
も
ら
え
る
よ
う
、

fukushim
a　

ebooks

で
電
子
書
籍
化
致
し
ま
し

た
。
こ
の
サ
イ
ト
は
、
西

会
津
町
を
は
じ
め
、
25
の

市
町
村
が
広
報
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

私
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
開

い
て
み
ま
し
た
。
最
初
は

な
か
な
か
上
手
く
開
け
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
慣
れ

れ
ば
大
丈
夫
で
し
た
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
も
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
お
気
軽

に
お
読
み
下
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
今
ま
で
の
冊
子
も
お

届
け
し
ま
す
。

	

小
林　

雅
弘

編

集

後

記

議
会
の
動
き

　

議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、

町
に
５
回
に
わ
た
る
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
要

望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
今
後
の
町
内
経
済

活
性
化
と
町
民
生
活
を
守

る
た
め
、
６
月
14
日
に
次

の
２
項
目
に
つ
い
て
町
に

要
望
し
ま
し
た
。

●
町
民
一
人
あ
た
り
５
千

円
の
商
品
券
配
布
に
つ

い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
町
の
経
済
活

動
と
町
民
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
未
だ

感
染
前
に
戻
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
経
済
活
性
化

と
生
活
支
援
の
た
め
、
町

民
一
人
あ
た
り
５
千
円
の

このコーナーでは、町内に移住し、活躍されている方々を紹介しています。
今回は、地域おこし協力隊（出ヶ原和紙担当）の大

おお
山
やま

栞
かん

那
な
さんです。

第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ

第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ

対
策　
町
に
要
望

対
策　
町
に
要
望

商
品
券
を
配
布
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

●
農
業
関
係
経
費
高
騰
に

伴
う
、
農
家
へ
の
支
援

に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
燃

料
を
は
じ
め
、
肥
料
な
ど

の
農
業
資
材
が
高
騰
し
て

お
り
、
農
家
の
経
済
的
負

担
が
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
支
援
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

以
上
が
要
望
内
容
で

す
。

　

今
後
、
４
回
目
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
開
始
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
議
会
と
し
て

も
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
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